
















気が明るく高密度な領域では観測されないとされてきた (Zirin 1974; Shibata & Suematsu
1982)。しかし、高空間分解能な観測を可能にした太陽観測衛星「ひので」によって plage
領域にも spiculeが存在することが確認された。本論文では「ひので」のデータを用いて
plage領域の spiculeを詳しく統計解析し、(1) plageに spiculeが存在すること (2)静穏領
域の spiculeに比べ plageの spiculeは短く、一定の加速度で放物運動をすること (3) 多く
の plage spicule (80 %)は上昇したあと足下に戻ってくる一方で、10%くらいは足下に戻
りきらず途中で消えてしまうこと (4) spiculeの減速度は最大速度 (初期速度)に比例する
ことの 4点を明らかにした。また上記の観測的特徴から plage領域の spiculeは放物運動
をしており衝撃波によって加速されるモデル (Shibata & Suematsu 1982; Hansteen et al.
2006)で説明できることを示した。plage領域の spiculeについての体系的な研究は本研究




























るフィッティング (赤線)。観測データはストークスベクトル (I;Q; U; V ) =
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